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第 3回日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会 議事録 

日 時 令和 6年 2月 20 日（火）午後 3時から 4時 30 分まで 

場 所 日進市中央福祉センター 多機能室（南） 

出 席  者 加藤智、澤田千歳、武田光史、清野雅子、木ノ下貴、加藤拓也 

岡本裕子、中川学、増田久子、松崎貞則、川北登志雄 

細川貴弘、菅祐美子、若山諒太（敬称略） 

欠 席  者 3 名  

事 務  局 髙栁秀史（学習政策課担当課長）、川田敏章（学習政策課課長補佐） 

髙橋雅樹（学習政策課協働活動専門員）、山田優子（学習政策課主事） 

関係職員 伊藤美乃里（学び支援課主幹）、浅井清（学び支援課課長補佐） 

小出佐和子（子育て支援課課長補佐） 

傍聴の可否 可 

傍聴の有無 有  9 名 

次 第   １ 開会 

２ 日進市立小中学校部活動地域移行について 

（１）前回検討委員会の内容について

（２）小学校部活動の廃止時期について

（３）放課後活動アンケートについて

（４）令和 6年度の実証事業（予定）について

（５）中学校部活動の方向性について

（６）今後のスケジュール

３ その他 

４ 閉会 

配付資料    ・次第及び日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会委員名簿

・第 3回会議説明資料〔資料 No.1〕

・小学生向け放課後活動に関するアンケート結果〔資料№2〕

発言者 発言内容 

事務局 

ただいまより第３回日進市立小中学校部活動地域移行検討委員会を

開催いたします。 

本日は、３人の委員からご欠席のご連絡をいただいております。 

本日の会議につきましては、日進市立小中学校部活動地域移行検討

委員会設置条例第６条第２項の規定に基づき、１７人の委員のうち、半

数以上のご出席がございますので成立しております。 

以後の議事進行は委員長にお願いします。加藤委員長お願いしま

す。 

委員長 

それでは、議事の進行を引き継ぎます。委員の皆様には、円滑な議事

進行にご協力いただきますようお願いいたします。

本委員会は傍聴が可能な会議となっていますが、本日は傍聴希望者
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がありますか。

事務局 ９名の傍聴希望があります。

委員長 
本日は、公開するのに適当でない事項はありませんので、委員の皆様

の同意を得て入室を許可したいと思いますが、よろしいですか。 

（全員同意）それでは、傍聴者を入室させてください。 

傍聴者  （入室） 

委員長

傍聴の皆様には、傍聴のマナーを守り、会の進行にご協力いただきま

すようお願いします。

それでは、議事を進行します。 

では、次第の２「日進市立小中学校部活動地域移行について」に議題

を移します。まず(１）「前回検討委員会の内容」について説明を事務局

からお願いします。

事務局  （資料１の２ページに基づき説明） 

委員長 

ありがとうございます。 

ただいま、前回の検討委員会の内容について説明がありましたが、何

かご意見やご質問はありますでしょうか。 

（しばらくして）特に無いようですので、次の議題に移ります。 

次第の２の(２)「小学校部活動の廃止時期について」事務局より説明

をお願いします。 

事務局  （資料１の３ページから４ページに基づき説明） 

委員長 

ありがとうございました。 

今事務局から説明のあった、「小学校部活動の廃止時期について」に

ついてご意見やご質問等はありますでしょうか。 

学校現場で実際に指導を行っている教職員の方から、実際の状況を

踏まえてご意見をいただければと思います。 

委員 

小学校サッカー・バスケットボール球技大会を主催する現職教育委

員会の球技大会担当の立場から発言いたします。先日現職教育委員会

が開催されましたが、令和６年度の球技大会についてはすでに計画を

進めています。球技大会の運営には小中学校を問わず多くの教職員の

協力をいただいていますが、準備を含めてかなりの時間を費やしてい

ます。提案のように令和７年度末で部活動を廃止すると考えた場合、教

職員の多忙化解消という観点からは、球技大会の運営は令和６年度ま

でとしてもよいかと思います。部活動の状況は各小学校で異なります。

部活動の継続が厳しい学校もありますので、大会を令和６年度までと

し、令和７年度の部活動の実施については、各小学校の実情に合わせて

実施するかどうかを判断するということは考えられないでしょうか。

文化部についてですが、小学校の金管バンド部はバンドフェスティ

バルが大きな演奏機会となっています。令和７年度は市民会館の大ホ

ールの改修工事で使用できずフェスティバルを開催できませんので、
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令和７年度までで部活動を廃止する場合には、必然的に令和６年度が

最後の演奏会となります。フェスティバルが開催されない令和７年度

は、演奏機会がなくなることもありますので、金管バンド部の活動は、

運動会での演奏を含めて各学校の判断としても良いのではないかと考

えます。 

なお、令和８年度以降は、放課後子ども教室などで楽器に触れる機会

の確保を検討するとのことですが、より楽器の演奏技能を高める機会

として、現在実施している「吹奏楽アカデミー」のジュニアバンド部門

を作りたいと考えており、金管バンド部に代わる活動機会の一つとし

て、協力していきたいと思います。

委員長 

ありがとうございます。サッカーやバスケットボール等の運動部の

大会、金管バンド等の文化部の演奏機会の状況を踏まえて、学校におい

て柔軟な対応が必要とのご提案をいただきました。 

他のご意見はどうでしょうか。 

委員

校長会の立場から発言します。小学校部活動の廃止時期については、

各小学校の教職員で様々な意見があり、できるだけ早い方が良いとい

う意見も少なくありません。しかし、子どもたちの活動機会の確保とい

う点においては、放課後子ども教室の拡充が大きな取り組みとして挙

げられており、契約の関係で令和８年度からの実施とのことですので、

そこは部活動の廃止と同時に切り替えていただいた方が児童や保護者

からの理解が得られやすいですし、タイミングとしても良いと考えま

す。 

また、委員から提案がありました、学校ごとに柔軟性を持った移行期

間を設けることは、保護者にとっても様々な代替案を検討できる利点

があります。廃止の時期は令和７年度末とした上で、球技大会等は令和

６年度までとし、令和７年度を移行期間として各校で適切に判断とす

る方向が適切だと思います。 

委員長 

ありがとうございます。球技大会については、令和６年度の準備は始

まっているとのことですので、大会等をいつまで実施するかを含めて

検討する必要があると思います。 

委員

保護者の立場として発言します。基本的に令和７年度を移行期間と

し、その年度をもって部活動を廃止する案に賛成します。自分の子ども

が来年度４年生になります。部活動が急に終わってしまうのではなく、

徐々に縮小されると、子どもへの説明もしやすいのではないかと考え

ます。 

現在、家庭教育推進委員もやっておりますが、北小学校区および南小

学校区の家庭教育推進委員会が主催する「天白川夏の音楽会」と東小学

校区および相野山小学校区、梨の木小学校区の家庭教育推進委員会が

主催する「天白川源流コンサート」は、毎年、夏休みの後半に市民会館

で開催されており、日進中学区と日進東中学区の小学校金管バンド部
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も参加しています。これらは、バンドフェスティバル同様、市民会館大

ホールの改修工事で令和７年度は開催できないため、令和６年度が小

学校金管バンド部の最後の参加ということになります。他の家庭教育

推進委員とも相談する必要がありますが、小学校金管バンド部の参加

がなくなる令和８年度以降の「天白川夏の音楽会」や「天白川源流コン

サート」のあり方についても検討する必要があると考えているところ

です。 

委員長 

ありがとうございました。部活動が参加する様々な催事についても、

そのあり方を検討する必要があるということですね。 

ほかにご意見、ご質問はありますでしょうか。 

委員

教職員として発言します。 

令和７年度を移行期間とし、令和７年度末廃止する案に賛成です。今

年度、球技大会サッカーの部の審判長として大会運営に参加しました。

確かにやりがいはありましたが、心身ともに負担は大きかったと記憶

しています。競技未経験の教職員の研修や、総合運動公園での事前準

備や片づけ等はかなりの業務量となっていました。また、コロナ禍中

だった年度は、屋内で行われるバスケットボールの大会などは、どの

教職員も感染防止策に非常に気を遣って準備しましたが、どれだけ配

慮しても各方面から批判の声が上がり疲弊したと聞いています。 

顧問も大会に向けての練習量が多くなり、毎週末練習試合が組まれ

るなど、心身ともに休まることがない状況でしたので、球技大会がなく

なれば、運営する教職員の負担や、顧問の負担が大きく軽減されると考

えます。 

子どもたちの活動の成果を披露する場所についてですが、今の４年生

が６年生になった時に球技大会が開催されなかったとしても、校内で

の試合や、学校の判断で他校との試合を組むことで、その成果は披露す

ることはできるのではないかと思います。 

ありがとうございました。教職員、保護者など様々な立場からご意見

を伺いました。どのご意見も、令和７年度末で部活動を廃止することに

は賛成であり、その間に、各小学校の判断で部活動実施を決める移行期

間を設けてはどうかというご提案でした。 

ほかにご意見、ご質問はありますでしょうか。 

（しばらくして） 

これまでの皆様のご意見を踏まえると次のような案となるのではな

いかと思います。 

様々な体験活動の機会の準備や周知を十分に行うためには、相応な

期間が必要ですので、小学校部活動の廃止時期は原則として令和７年

度末、令和８年３月末とする。 

ただし、学校ごとの状況と教職員の負担軽減を考慮した場合、全市的

に行う球技大会等は令和６年度までとし、令和７年度は廃止に向けた
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移行期間と位置付けて、部活動は学校ごとの判断で実施する。 

様々な意見があり、部活動への想いもありますので、一概に方向性を

決めるということは難しい判断ではあると思いますが、この検討委員

会では、教職員や子どもたちの将来を考えつつ、方向性を決定していく

必要がありますので、採決をとりたいと思います。 

この案に賛成される方は挙手をお願いいたします。 

委員 全員挙手 

委員長 

全員賛成ですので、この検討委員会の意見としては、小学校部活動の

廃止時期については、事務局案のとおり令和７年度末まで活動、令和８

年度から廃止、また、大会等は令和６年度までとし、令和７年度を移行

期間とする方針とします。 

ただし、大枠の方針はこれで決定としますが、今後の実施に当たって

は細かい部分での要望や指摘も出てくると思いますので、学校の実情

に応じて子どもたちや保護者の気持ちに寄り添った対応をお願いした

いと思います。 

事務局にお尋ねしますが、今回の決定に基づく今後のスケジュール

はどのようになりますでしょうか。 

事務局 （資料１の５ページに基づき説明） 

委員長 

ありがとうございます。 

今説明がありましたスケジュールについてご意見、ご質問はありま

すでしょうか。 

委員長 

先ほど、委員のお子様が４年生になり、部活動の入部を検討するとの

お話がありましたが、入部を希望する児童やその保護者に十分な説明

が行えるよう、早めに周知を始めていただくようお願いします。 

児童が多様な体験ができる環境を整備することが、小学校部活動廃

止の条件となっていました。前回の検討委員会の中で、児童が放課後に

どのような体験を希望するかについてアンケートを行うとの報告があ

りましたが、状況はどうでしたでしょうか。 

議題２（３）放課後活動アンケートについて説明をお願いします。 

事務局 （資料１の６ページから１１ページに基づき説明） 

委員長 

ただいまの説明につきましてご意見、ご質問はありますでしょうか。

（しばらくして）

特にご質問はないようですので、事務局にはアンケート結果等を踏

まえて、今後の児童の体験活動や放課後子ども教室の内容の充実を検

討していただきたいと思います。そうした児童の体験活動の充実に向

けて、令和６年度以降はどのような活動を行う予定でしょうか。

議題２（４）令和６年度の実証事業について説明をお願いします。 

事務局 （資料１の１２ページに基づき説明） 

委員長 ただいまの説明につきましてご意見、ご質問はありますでしょうか。
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委員 

２点質問します。 

１点目は自己負担額の設定についてです。教育の平等を図るため、市

内小中学校では、家庭の経済状況に応じて、就学費援助などを行ってい

ます。部活動に代わる新たな活動を始めるにあたって、就学費援助を受

けている児童生徒への配慮はどのように考えていますでしょうか。 

２点目は、指導者に対する報酬についてです。指導者は無償のボラン

ティアとなるか、一定の報酬を受けて指導することになるのか教えて

ください。 

事務局 

１点目の自己負担につきましては、家庭の経済状況によって体験活

動の機会が失われることがないよう、一定の配慮をしていく方向で検

討をしております。具体的な制度設計は今後進めてまいります。 

２点目の指導者の報酬につきましては、中学校の地域クラブにつき

ましては国から 1,500 円から 1,600 円程度との指針が示されておりま

すので、その額を基本に検討する予定です。 

委員長 
 それらの必要経費については、これから予算計上をしていくという

ことになりますか。 

事務局 
 実証事業の運営にかかる費用については、これから審議される令和

６年度予算に計上しております。 

委員長 ほかにご意見、ご質問はありますでしょうか。 

委員 

部活動の顧問を担当している立場で質問します。 

１点目は、予定されている中学校地域クラブ活動実証事業における

地域クラブは、将来的には部活動の地域移行後の活動母体となって、愛

知県中小学校体育連盟の大会へ出場することとなるのでしょうか。 

２点目は、愛知県中学校体育連盟から出された方針によれば、来年度

以降、中学校単位で出場していた夏の大会に地域クラブが試験的に出

場可能となるとのことでした。出場可能な団体には地域クラブと地域

移行部活動の２種類があり、地域クラブは地域にある既存のクラブチ

ームが該当し、地域移行部活動は地域移行に伴って学校単位で設立さ

れた部活動を母体とした団体ということのようですが、日進市として

はどのような方針としていきますか。 

事務局 

地域クラブとして大会へ出場するのか、地域移行部活動として出場

するのかについてですが、連盟の考え方も種目によって異なっており、

日々変更されている状況でもありますので、はっきりしたことは申し

上げられませんが、生徒数が増加している日進市の現状を考えれば、学

校単位の部活動中心の活動になるのではないかと思っております。 

ただ、本格的な検討は令和６年度に、様々な事例をお示ししながら、

この検討委員会の場で議論を進めていければと考えております。 
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委員長 

ありがとうございます。中学校部活動について、様々な方向性がある

かと思いますが、次年度に日進市の状況を踏まえた検討が必要となる

と思います。 

そのほか、ご意見やご質問はありますでしょうか。 

（しばらくして） 

委員からの質問にも中学校の部活動の今後についての話題が出まし

たが、次の議題、次第２（５）中学校部活動の方向性について事務局か

ら説明をお願いします。 

事務局 （資料１の１３ページに基づき説明） 

委員長 ただ今の説明につきまして、ご意見、ご質問はありますか。 

委員 

市内でスポーツ事業を行っている団体として発言します。前回の検

討委員会でも紹介をさせていただきましたが、日進市のスポーツ団体

とスポーツ施設の指定管理者で日進市スポーツ推進協議会を設置し

て、様々な世代を対象にスポーツ推進活動を行っています。 

地域クラブ活動を進めていく中で、運営主体はどのように考えてい

ますか。 

事務局 

地域クラブ活動の運営主体につきましては、業務委託を含めて様々

な選択肢を検討していくことになります。どのような形態にしていく

かにつきましては、総合型地域スポーツクラブや各協会、市内の活動団

体の皆様にご協力をいただきながら検討し、仕組みづくりを進めてま

いりたいと考えております。 

実証事業の結果も踏まえつつ、本市の状況に最も適した柔軟な仕組

みを構築していければと考えております。 

委員 

部活動地域移行の取り組みがかなり進んでいる自治体もあると聞い

ています。本市の周辺自治体の部活動地域移行の進捗状況はどのよう

でしょうか。 

事務局 

近隣自治体の状況では、長久手市は、令和６年度の夏以降に休日の部

活動を地域クラブに移行する方針が公表されています。豊明市は、令和

８年度から休日の地域移行開始を目指していると聞いております。

運営主体につきましては、各自治体で様々であり、総括的に委託をする

方法、種目ごとに協会等へ依頼する方法などありますので、それらを参

考にしつつ、本市に最も適した体制を構築したいと考えております。 

委員 

愛知県中小学校体育連盟の大会運営についてですが、試合等の準備、

運営、救護に関する業務のほとんどを教職員が担っている状況です。部

活動の地域移行については、教職員の負担軽減のためにも、部活動指導

だけでなく大会運営を含めた検討が必要と考えます。 

また、今後の方向性ですが、学校部活動を引き継ぐ形で地域移行を進
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めるのも一つの方法ですが、本市周辺には多くの民間クラブチームが

活動をしています。クラブチーム同士で大会等も行っており、そうした

既存の仕組みや組織を活用することで、大会運営を含めた部活動の地

域移行が進むとも考えられます。より多くの事例を比較分析し、複数の

選択肢の中から、教職員にも生徒にもメリットがある方法を検討して

いければと考えます。 

委員長 

ありがとうございます。大会運営に関して、教職員が献身的な努力を

しており、負担となっていることも聞いています。部活動指導だけでな

く、そうした大会運営のあり方についても議論を進めていく必要があ

ると思います。 

そのほか、ご意見、ご質問はありますでしょうか。 

（しばらくして） 

ほかにないようですので、最後の議題、次第２（６）今後のスケジュ

ールについて説明をお願いします。 

事務局 （資料１の１４ページに基づき説明） 

委員長 ただ今の説明につきまして、ご質問、ご意見はありますか。 

委員 

本日の議論を踏まえて意見を述べさせていただきます。 

小学校部活動については廃止することとなっており、今後は放課後

子ども教室等での体験活動を充実させるといった方針が出されていま

す。議論をする中で、現在の部活動の代わりの活動を作るという観点に

なりがちですが、もっと大きな枠組みで、今の部活動よりももっと良い

活動に発展させるという視点から、仕組みづくりを考えていければと

思います。子どもたちが、こんなに良い活動ができるのであれば、もっ

と早く変えてくれたらよかったのにと思うような仕組みを、皆さんと

一緒に考えていきたいと思います。 

委員長 

地域移行の過程で既存の部活動をどのように残すかという視点にな

りがちですが、これまでにないより良いものを作るという意識は、今後

の方向性を検討するうえで非常に重要だと考えます。 

部活動では一つの種目しか体験できませんでしたが、より多くの体

験活動ができる仕組みができれば、子どもたちの将来を見据えた活動

になるのではないかとも思います。 

そうした視点をもって、今後の仕組み作りの議論を進めていければ

と思います。 

そのほか、ご意見はありますでしょうか。 

（しばらくして） 

今後のスケジュールにもありますが、本検討委員会の中間報告書を

教育委員会へ提出する必要がありますが、提出が３月６日の定例教育
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委員会ということで、非常に期間が短くなっております。 

中間報告書の内容は、委員の皆様にご確認をいただいて提出するこ

ととなるのですが、時間的な制約がありますので、ご異論がなければ委

員長へ一任いただければと考えます。 

よろしければ挙手をお願いいたします。 

委員 全員挙手 

委員長 

ありがとうございます。それでは、中間報告書のとりまとめにつきま

しては事務局と委員長で実施して３月６日の定例教育委員会へ提出

し、皆様へは、教育委員会承認後に事務局から配付することとします。

本日の検討委員会はここまでとしたいと思います。 

令和６年度は、中学校部活動の地域移行を検討していくこととなり

ます。実証事業の実施、近隣自治体等の動向を踏まえて検討を進めてい

ければと考えていますので皆様のご協力をお願いします。 

次回は、令和６年７月頃ということですので、各委員の皆様へ日程調

整をお願いします。 

それでは、進行を事務局へお返しします。 

事務局 

各委員の皆様、長時間にわたり熱心なご審議いただきありがとうご

ざいました。 

以上をもちまして、第３回日進市立小中学校部活動地域移行検討委

員会を閉会します。 


